
開館時間 10 時～ 19 時　木曜休館　☎ 869-5266 

　戦
前
の
那
覇
の
祭
り
と
い
え
ば
、

5
月
17
日
に
行
わ
れ
る
波
上
宮
の
例

祭「
波
上
祭
」や
、首
里
城
正
殿
を
拝

殿
と
し
た
沖
縄
神
社
の
10
月
20
日
の

例
祭
が
有
名
で
し
た
。

　波
上
祭
で
は
、御
輿
や
稚
児
行
列

の
明
治
橋
渡
御
が
あ
り
、境
内
で
は

奉
納
芸
能
や
角
力
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。沖
縄
神
社
例
祭
で
は
、色
と
り

ど
り
の
馬
具
で
飾
り
立
て
ら
れ
た
馬

二
百
頭
余
り
が
、首
里
城
か
ら
大
名

の
平
良
真
地
ま
で
行
進
し
、「
馬
勝

負
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。両
祭
り
と
も

沿
道
に
出
店
が
並
び
、各
地
か
ら

人
々
が
集
ま
っ
て
賑
わ
う
毎
年
の
夏

と
秋
の
風
物
詩
で
し
た
。

　一方
、琉
球
王
国
時
代
か
ら
続
く
、

那
覇
の
伝
統
的
な
行
事
と
し
て
は
、

綱
挽
や
ハ
ー
リ
ー
、花
街
と
し
て
知

ら
れ
る「
辻
」で
行
わ
れ
た
旧
暦
二
十

日
正
月
の「
ジ
ュ
リ
馬
行
列
」が
あ
り

ま
し
た
。那
覇
の
綱
挽
や
ハ
ー
リ
ー

は
記
念
行
事
で
、戦
前
は
、那
覇
市
上

下
水
道
開
通
式
や
波
上
宮
復
興
三

百
年
大
祭
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
ま
つ
り
は
1
9
3
1
年

（
昭
和
6
年
）に
起
こ
っ

た
満
州
事
変
以
降
、戦

時
色
が
強
ま
る
中
で
中

止・縮
小
さ
れ
、70
年
前

の
1
9
4
4
年（
昭
和

19
年
）10
月
10
日
の
米
軍
の
空
襲

（
10・10
空
襲
）で
、ま
つ
り
が
行
わ
れ
た

那
覇
の
街
が
灰
じ
ん
に
帰
し
ま
し
た
。

　今
回
の
企
画
展
で
は
、那
覇
の
三

大
ま
つ
り
と
い
わ
れ
た
綱
挽
・ハ
ー

リ
ー・ジ
ュ
リ
馬

を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、空
襲

前
の
那
覇
の
街

と
10
・
10
空
襲
、

空
襲
後
の
様
子
、

戦
後
の
ま
つ
り

の
復
興
に
つ
い

て
展
示
し
ま
す
。

市民・事業者・行政が支え合う協働のまちづくりに取り組む団体、個人を紹介します。

第42回　金城秀子さん（いきいきサロンちゅら花）

「また来るね！」の笑顔にささえられ

　地
域
の
み
な
さ
ん
の〝
朝
ご
は
ん
〞と
楽
し

い〝
ゆ
ん
た
く
〞で
心
と
身
体
の
健
康
を
支
え

る「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
ち
ゅ
ら
花（
樋
川
）」。毎

朝
、与
儀
公
園
で
運
動
を
終
え
た
高
齢
者
の

み
な
さ
ん
が
朝
食
に
訪
れ
る
人
気
の
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

　こ
の
サ
ロ
ン
を
運
営
し
て
い
る
の
が
協
働

大
使
の
金
城
秀
子
さ
ん
。金
城
さ
ん
は
民
生

委
員・児
童
委
員
と
し
て
も
29
年
間
活
動
を

し
て
お
り
、サ
ロ
ン
を
開
設
し
て
い
る
こ
と
で
、

地
域
の
方
が
気
軽
に
民
生
委
員
と
会
え
る
利

点
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　今
か
ら
7
年
前
、那
覇
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、市
民
主
体
の
身
近
な
居
場
所
づ
く

り
活
動
を
推
進
す
る「
ふ
れ
あ
い 

い
き
い
き

サ
ロ
ン
」事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。そ
の
第
1

号
が「
ち
ゅ
ら
花
」で
す
。

　今
で
は
素
敵
な
91
歳
の
常
連
さ
ん
や
妻
の

介
護
を
し
な
が
ら
、そ
の
合
間
に
い
ら
っ
し
ゃ

る
男
性
、ま
た
は
朝
早
く
か
ら
支
度
を
始
め

る
金
城
さ
ん
に
会
い
に
、明
け
方
の
暗
い
時

間
か
ら
訪
れ
る
認
知
症
の
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
な

ど
、金
城
さ
ん
の
温
か
い
人
柄
に
ひ
か
れ
集
う
、

ま
さ
に
地
域
の
居
場
所
と
し
て「
ち
ゅ
ら
花
」は

定
着
し
て
い
ま
す
。

　「一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
同
じ
も
の
を
食
べ

が
ち
。だ
か
ら
こ
こ
で
必
要
な
栄
養
を
補
っ
て

も
ら
い
た
い
」と
、訪
れ
る
方
々
の
体
調
や
好

み
ま
で
配
慮
し
、年
金
暮
ら
し
の
方
で
も
利
用

し
や
す
い
料
金
で
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　「
毎
日
が
ミ
ミ
グ
ス
イ
で
勉
強
に
な
り
ま

す
」と
楽
し
そ
う
に
話
す
金
城
さ
ん
。戦
前
戦

後
の
那
覇
の
話
し
や
オ
シ
ャ
レ
の
話
し
、時
に

は
歯
に
衣
着
せ
ぬ
会
話
も
み
ん
な
で
笑
い
飛

ば
し
、「
ま
た
来
る
ね
」と
笑
顔
で
帰
っ
て
い
く

姿
は
、金
城
さ
ん
の
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。サ
ロ
ン
は
市
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
利
用
で

き
ま
す
。

営
業
は
月
曜
か

ら
土
曜
ま
で
の

朝
8
時
か
ら
午

後
2
時
頃
ま
で
。

ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
課  

☎
8
6
1
・
3
8
4
6

お
問
い
合
わ
せ

ひでこきんじょう

博 物 館 t o p i c s博 物 館 t o p i c s

開館時間 10 時～ 18時（入館は 17 時半まで） ☎ 862-3761
月曜休館　※ただし、月曜が祝日の場合は開館 862-3762 

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

10
・
10
空
襲
70
周
年
記
念

『
那
覇
の
ま
つ
り
と
10
・
10
空
襲
』

期
９
月
６
日（
土
）〜
10
月
29
日（
水
）

一
般
　
3
0
0
円

費

　島武己氏は1943年本部町生まれ。芸術で生きていくことを志し、17歳で壺屋の仁王窯で働き始めます。
18歳で沖展の奨励賞を、19・20歳と２年連続で沖展賞を受賞し注目を集めました。22歳で仁王窯を辞め古
陶磁の研究に没頭します。島氏は「焼き締めで全ての色を出せる」と言います。自身の追い求める色や線を焼
き締め陶器の世界で表現する陶芸家です。今回、島氏の展示会を佐喜眞美術館と合同で開催（開催期間は異
なります）。当館では器を中心に島氏の作陶人生を回顧。佐喜眞美術館ではオブジェを中心に展示します。
日 9月24日（水）～10月19日（日） 場３階 企画展示室　 費 無料

日 10月5日（日）　午後2時から 定 50名程度 申 不要 費 無料

神原幼稚園の園児たちが元気いっぱいに作った焼物（皿）を展示します。子供たちの
笑顔あふれる作品をご覧ください。（主催：那覇市立神原幼稚園）

9月21日（日）午前10時から1時間程度
常設展の観覧料が必要です（市内の小・中・高校生は無料）
不要。当日、博物館1階受付前に集合して下さい。

日 9月6日（土）～12日（金）※最終日は午後4時まで 場３階 企画展示室　費 無料

日
費
申

期
９
月
６
日（
土
）〜
10
月
１
日（
水
）

「
小
紋
紅
型
の
衣
裳
」

国
宝
尚
家
衣
裳
９
月
の
特
別
展
示

▲戦前の泉崎の旗頭行列

現代沖縄陶工展「島武己」～己宙南蛮～
那覇市立壺屋焼物博物館イベント情報

神原幼稚園作品展示会

学芸員と展示を見よう ～常設展ギャラリートーク～

　第7期（第1次）協働大使委嘱式が行われ、新たに21名の
方が協働大使に任命され、これで協働大使の方は計552名と
なりました。
　様々な地域と分野でリーダーとして活躍する協働大使。み
なさんが結ばれることによって、新たな協働のまちづくりを創
出しようと、多くの協働大使のみなさんが出席し「大ゆんたく
会」が開催されました。（主催：那覇市協働によるまちづくり推進協議会）
　今回、新たに委嘱を受けた那覇市自治会長連合会副会長
（おもろまち自治会長）の大森文代さんは「何かを作り上げる
苦労は結局 “楽しかったね！” と地域共通の喜びにつながる。
それがまちづくりなのかな」 とまちづくりの楽しさを改めて
実感した出会いとなったようです。

　沖縄県人のブラジル・カンポグランデ市入植100周年、ボ
リビアのコロニア・オキナワ入植60周年の記念式典に出席す
るため、市長及び関係者が南米を訪問しました。
　ブラジル・カンポグランデ市では、県人入植100周年を記
念して建立された記念碑の除幕式に参加しました。
　ボリビアのコロニア・オキナワでの式典には、関係者が500
人以上参加。広大な密林を開拓し、度重なる自然災害で、平
たんな道のりではなかった移住地建設を振り返り、先人に敬
意と感謝を表しました。
　翁長市長は「国籍こそ異なりますが、祖先を同じくする同胞
として、末永く絆を深めていきたいという思いを強くしていま
す。」とあいさつしました。

　2014年夏祭りin那覇「一万人のエイサー踊り」が開かれ、会
場の国際通り（さいおんスクエア～パレットくもじ前交差点）は
観光客など多くの観衆で埋め尽くされました。
　今年で第20回目を迎える本イベントは、地域の青年会や創
作エイサー団体、県内外からの個人参加者のエイサー踊り隊
を含め約4000名が参加。参加者は10カ所に設けられた演舞
場にて、夏の暑さにも負けず太鼓の音を響かせ、迫力ある踊り
を披露しました。観衆からは大きな声援と拍手が送られました。
また、熱中症対策として、「国際通り冷やし隊」のスタッフが各
演舞場で打ち水を行いました。

つながる大使の輪
～協働大使大ゆんたく会～
つながる大使の輪
～協働大使大ゆんたく会～

8
12～20

8
3

南米２都市の沖縄県人
入植記念式典へ参加
南米２都市の沖縄県人
入植記念式典へ参加

第20回
一万人のエイサー踊り隊
第20回
一万人のエイサー踊り隊

なは NEWS Digestなは NEWS Digest なはのホットな話題は市ホームページで

▲島武己作「酒壺」

【関連イベント】「アーティストトーク」※島武己氏による講演会
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